
２．水道事業の概要

八 幡 市
水 道 ビ ジ ョ ン 【概 要 版】
１．改定の趣旨と位置づけ ３．水道事業の課題

本市では、平成26年3月に10年間を計画期間とした「八幡市水
道ビジョン」を策定し、基本理念「安心と信頼の水を未来まで」の
もと、さまざまな施策に取り組んできました。
この水道ビジョン策定から7年が経過する中、大規模地震への
備えや、短時間豪雨（ゲリラ豪雨）等に備えた災害対策の必要性が
高まっています。さらに、人口減少、水需要の低下、高度成長期に
建設した水道施設・管路の老朽化、水道事業を支える職員数の減
少など、水道事業を取り巻く状況は変化しています。
これらの課題を解決し、将来にわたり安全な水の安定供給を維
持していくため水道の基盤強化を図ることを目的として、平成30
年１２月１２日に水道法の一部を改正する法律が公布されました。
そのため、本市では、前回ビジョンの進捗状況や目標達成度を検
証し、さらには、この7年間に市民の皆さまから寄せられたご意見
やご要望についても確認しながら、この度新しい「八幡市水道ビ
ジョン」を策定しました。

計画期間 令和３年度 令和１２年度

本市の給水人口ならびに給水量は、過去１０か年の推移をみる
と、減少傾向にあります。

昭和40～50年代に集中して管路は布設されてきましたが、近
年は年間3ｋｍ程度となっています。また、老朽管は令和元年度末
で全体の25.3％となっています。
また、水道管総延長に対して25.2％（耐震適合率） 、基幹管路
に対して32.5％（耐震適合率）の耐震化が完了しています。

本市水道事業の課題を整理すると以下のとおりとなりました。
本ビジョンでは、これらの課題を今後１０年で解決すべき中心課題
と捉え、これらに対応する施策を計画します。

地震により被害を受けた水道管

3.6m3加圧式給水車

出典：厚生労働省

現行の水道ビジョン
平成26年3月
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年度別布設延長

（令和３年３月）

八幡市水道ビジョン (前回）
■計画期間 平成26年度～平成35年度
■基本理念 『安心と信頼の水を未来まで』

第5次八幡市総合計画
■基本計画
前期 平成３０年度～令和４年度
後期 令和５年度～令和９年度

【八幡市】

新水道ビジョン
■平成25年3月策定
■基本理念
地域とともに、信頼を未来につなぐ日本の水道
■計画目標
50年後、100年後を見据えた水道の理想像を提示

【厚生労働省】

八幡市（新）水道ビジョン
■基本理念 『安心と信頼の水を未来まで』

八幡市水道事業経営戦略

京都水道グランドデザイン

京都府営水道ビジョン
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H27 H28 H29 H30 R1

八幡市 15.14 19.52 21.17 24.64 25.26

類似団体 10.93 13.39 14.48 16.27

全国 13.18 15.00 15.89 17.80
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H27 H28 H29 H30 R1

八幡市 97.11 90.66 95.40 98.22 99.64

類似団体 112.69 113.16 112.15 111.44

全国 113.56 114.35 113.39 112.83
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４．目指すべき将来像

本市では、 「安心と信頼の水を未来まで」という理念を土台とし、
水道事業にとって転換期ともいえる近年の状況の変化や社会的
潮流も踏まえ、３つの基本目標と８つの施策を新たに設定しました。

５．重点的な実現方策

基本理念「安心と信頼の水を未来まで」

基本目標：いつでも安全でおいしい水道

安
全

施策１：水質管理の充実と強化

水質検査の実施、「水安全計画」の運用、塩素注入量の管理

施策２：給水装置水質の向上

貯水槽水道設置者への指導、鉛製給水管の解消

基本目標：災害に強い強靭な水道

強
靭

施策３：水道施設・管路の耐震化

配水池の耐震化、優先度を踏まえた管路の耐震化

施策４：災害対策の強化

非常用自家発電設備の能力増強、災害時の対応能力の向上

基本目標：いつまでも持続可能な水道

持
続

施策５：二元水源の運用

自己水と府営水の適切なバランスの検討・運用

施策６：施設の適切な維持管理

施設台帳による維持管理、設備能力の見直し

施策７：組織体制の強化

技術の継承、技術力の向上

施策８：経営基盤の強化

経営戦略の進捗管理、料金改定、広域連携の検討

施策の効果を測る定量的な評価項目を設け、目標年次である
令和１２年度までにこれらの目標の達成を目指します。進捗状
況により、施策を重点的に強化する等の対応を行っていきます。

６．経営戦略

７．フォローアップ

本水道ビジョンで示している目標や施策は、ＰＤＣＡサイクルに基
づき計画的、効率的に進捗管理を行います。また、計画期間の中
間時である5年程度経過した時点で、見直しを行い、計画の精度
を高めていきます。

【経営の課題】
経常収支では平成25年度から赤字（費用が収益を上回る）の状
況が続いており、平成28年度から累積欠損金が生じています。赤
字が今後も継続される場合、事業の継続的な運営に支障をきたし
ます。令和2年度より京都府営水道料金の値上げ改定が行われた
こともあり、今後の経営見通しは厳しい状況です。そのため、料金
改定や支出の削減を図り、利益を確保していく必要があります。

【投資計画】
法定耐用年数で更新する場合、構造物・設備・管路を合わせて年
当たりの平均費用は約12.4億円となります。 本水道ビジョンに
おける更新費用は、「八幡市更新基準年数に基づき施設のダウン
サイジング等や費用の平準化を図り更新する場合」の試算に基づ
き、税込5.3億円/年を目標として事業を実施していきます。

収入の確保 支出の削減

・財政制度の活用
・資金の運用
・有料広告の検討
・新たな料金収納方法の検討
・遊休地等の利活用の検討
・水需要拡大への取組
・料金改定の検討

・適切な維持管理による延命化
・能力の適正化
・民間委託の活用
・他部署との連携
・広域化と共同化の検討
・先端技術活用の検討

【投資・財政計画】

指標名 単位 実績（Ｒ1） 目標（Ｒ12） 予測（Ｒ12）

現金資金残高 円 8.6億 8億以上 8億

企業債残高 円 39.8億 Ｒ1同程度に維持 39.8億

経常収支比率 ％ 99.6 100以上 110.8

累積欠損金比率 ％ 4.77 0 0

料金回収率 ％ 90.6 100以上 105.2

注）料金改定や企業債の借り入れ等に一定の条件を置いた場合

指標 単位 今回（R1） 目標（R１２） 望ましい方向 

【安全】 いつでも安全でおいしい水道 

平均残留塩素濃度 ｍｇ/Ｌ 0.３９ 0.4以下 ↓

・給水栓での残留塩素濃度の平均値 【残留塩素濃度合計/残留塩素測定回数】

鉛製給水管率 % 5.0 ０ ↓

・鉛製給水管解消に向けた取り組みの進捗度 【鉛製給水管使用件数/給水件数×100】

【持続】 いつまでも持続可能な水道

法定耐用年数超過設備率 % 51.2 60.0 ↓

・布設から法定耐用年数（設備によって異なる）を経過した設備の割合

経常収支比率 % 99.6 100以上 ↑

・経常収益（営業収益＋営業外収益）を経常費用（営業費用＋営業外費用）で割ったもの （事業の収益性を表します）

累積欠損金比率 % 4.8 0 ↓

・累積欠損金（赤字の累計）を（営業収益－受託工事収益）で割ったもの （事業の健全性を表します）

料金回収率 % 90.6 100以上 ↑

・供給単価（水道料金の平均単価）を給水原価（水を作るのにかかる経常コスト）で割ったもの

【強靭】 災害に強い強靭な水道

基幹管路の耐震適合率 % 32.5 42.0 ↑

・導水管、受水管、送水管及び配水本管の耐震適合率（耐震管と耐震適合管の占める割合）

重要給水施設配水管路の耐震適合率 % 33.8 50.0 ↑

・病院や拠点避難所等へ配水している水道管の耐震適合率

法定耐用年数超過管路率 % 25.3 45.0 ↓ 

・布設から法定耐用年数（水道管路は40年）を経過した管路の割合

浄水場事故割合 ％ ０ ０ ↓ 

・１０年間における浄水場停止事故の件数を浄水場の数で割ったもの 

【老朽化の課題】
水道施設や管路の老朽化が進行しているため、施設等の更新を
計画的に行う必要があります。更新を行うには多くの費用が必要
となるため、国の補助制度や企業債等の活用により資金を確保す
る必要があります。

法定耐用年数で更新する場合の更新費用
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【経営改善策】

v

８0年間の累計更新費用 約420億円
８0年間の平均更新費用 約5.3億円

一部前倒し
平準化

一部後ろ倒しして
平準化

八幡市更新基準、ダウンサイジング、費用の平準化等を考慮（億円）
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